
       令和 8 年度 全国学力・学習状況調査

全国学力・学習状況調査   
平均正答率 国語 算数

市 59.0 56.0

県 63.0 58.0

全国 60.9 56.4

観点別
平均正答率

国語 算数

知識・技能
思考・判断・表

現
知識・技能

思考・判断・表

現

正答率

市 62.4 56.8 58.7 46.1

県 64.5 61.2 61.1 48.3

全国 62.0 60.1 60.1 45.4

国 語

１．問題別の結果：県平均を下回っているもの

1⃣- 二（１） ≪【動画の一部】の工夫として適切なものを選択する≫
  資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫することができるかどうかをみる。

【市 53.4％  県 61.2％  全国 60.2％】



〔正答〕２・５と解答しているもの  53.4％ （県 61.2％  全国 60.2％）
２と解答しているが、５と解答していないもの  19.9％ （県 17.0％  全国 18.2％）
５と解答しているが、２と解答していないもの  22.4％ （県 18.8％  全国 17.8％）
上記以外の解答  4.3％ （県 2.8％  全国 3.3％）

2⃣- 一≪花山さんの文章の工夫を説明したものとして適切なものを選択する≫
筋道の通った文章になるように、文章全体の構成や展開を考えることができるかどうかをみる

                         【市 41.6％  県 54.9％  全国 57.9％】

〔正答〕３と解答しているもの  41.6％ （県 54.9％  全国 57.9％）
１と解答しているもの  36.6％  （県 26.8％  全国 25.2％）
２と解答しているもの  12.4％  （県 11.0％  全国 9.4％）
４と解答しているもの  9.3％  （県 7.0％  全国 6.4％）

２．分析結果と改善方策

○【文章】を読んで考えたことを自分の経験と結び付けてまとめて書く問題では正答率が県、

全国平均を上回っている。さらに無解答率も県を約 5 ポイント、全国を 10 ポイント

下回っている。

●選択肢の読み取り、理解に課題。

1 ⃣-二 選択肢の前半部分を、【動画の一部】と照らし合わせながら読む必要性がある。

2 ⃣-一 選択肢１の誤答が多いことから、丁寧な読み取りができていない。

改善策：資料と文章とを結びつけながら読む指導が必要。



算 数

１．問題別の結果：県平均を下回っているもの

1⃣―（３）≪1 立方センチメートルの立方体を 36 個使ってできた直方体の体積を書く≫
     体積の意味について理解しているかどうかをみる。   

【市 27.3％  県 38.0％  全国 40.1％】

  〔正答〕 36 と解答しているもの  27.3％ （県 38.0％  全国 40.1％）
144 と解答しているもの  16.8％  （県 22.5％  全国 20.0％）

9 と解答しているもの  20.5％  （県 17.8％  全国 14.3％）
4 と解答しているもの  3.7％  （県 1.5％  全国 1.4％）
36，144，4 以外で４の倍数を解答しているもの  20.5％（県 13.4％ 全国 15.1％）
上記以外の解答     8.7％  （県 3.9％  全国 14.9％）

3⃣―（4）≪５/３を表す目盛りが示された数直線上で、１を表す目盛りを選ぶ≫
   単位分数の個数に着目し、数直線上の１を表す目盛りを捉えることができるかどうかをみる

【市 65.2％  県 73.4％  全国 68.1％】



〔正答〕ウと解答しているもの  65.2％ （県 73.4％  全国 68.1％）
アと解答しているもの  18.0％  （県 13.3％  全国 15.6％）
イと解答しているもの  8.1％  （県 5.6％  全国 6.6％）
エと解答しているもの  2.5％  （県 1.4％  全国 1.4％）
オと解答しているもの  0.6％  （県 0.9％  全国 1.0％）
カと解答しているもの  5.0％  （県 3.3％  全国 3.9％）
上記以外の解答     0.6％  （県 0.3％  全国 0.6％）

２．分析結果と改善方策

○指定された３つの数字で一番大きい小数を作る問題では、98.8％で県を 3.2 ポイント、

全国を 4.3％上回っている。

● 体積や数直線の意味の理解が不十分。

1 ⃣-（３） １㎤の立方体を 36 個使う図形の体積は 36 ㎤になるということがイメージできていない

まま、公式等に当てはめて考えようとしている。

3 ⃣-（４） 問われている１と単位分数の意味が混同している。

改善策：量感や図形のイメージ等を体感するために、下学年での十分な経験や操作活動が必要。



     全国学力・学習状況調査
平均正答率 国語 数学

市 ６５．０ 55.0

県 ６４.0 55.0

全国 ６３.９ 57.0

国 語

１．問題別の結果：正答率６０％を下回っているもの

2⃣―四≪話合いを受けてどのような意見を述べるか、自分の考えを書く≫
【市５７．８％ 県５３．５％ 全国５２．７％】

3⃣―一≪文書作成ソフトに表示された意味と用例を参考にして、漢字を書き、漢字の組合せとして適切な
ものを選択する≫            【市４８．９％ 県４５．４％ 全国３９．８％】

3⃣―四≪書いた文章について、交流を基にして、「この文章のよい点や改善点」と「今後随筆を書くときに生

かしたいこと」を書く≫          【市４３．７％ 県４５．９％ 全国４５．０％】
4⃣―二≪国語辞典を参考にして、「ほうふつとさせる」と同じような内容を表す別の表現を文章中から抜き

出す≫                【市３４．８％ 県３３．０％ 全国３５．２％】

２．分析結果と改善方策

観点別
平均正答率

国語 数学
知識・技能 思考・判断・表現 知識・技能 思考・判断・表現

正答率

市 ６５.１ 65.3 61.4 34.6

県 63.3 63.7 61.0 36.5

全国 64.2 63.7 63.0 39.1

〇「思考力、判断力、表現力等」の「A 話すこと・聞く

こと」「B 書くこと」「C 読むこと」のどの領域でも

県、全国の平均正答率を超えているとともに、「記

述式」の問題の平均正答率も超えている。生徒の

国語力が定着している様子が伺える。

●「知識及び技能」の「情報の扱い方に関する事項」

の領域のみ、県・全国の平均正答率を下回った。

情報を整理することや、情報と情報との関係を読

み取る力を身に付ける必要がある。授業における

「まとめ」や「振り返り」で、生徒の思考や授業でわ

かったことを整理したり関連付けたりする活動を

行うことが必要である。



数 学

１．問題別の結果

（１）県平均より 3 ポイント以上低い項目

3⃣≪四角形 PQRS において、PS 平行 QR を示すための根拠となる 2 つの角を書く≫
【市３０．４％ 県４１．６％ 全国４９．１％】

5⃣≪大小 2 つのさいころを同時に投げるとき、大きいさいころの目が６で小さいさいころの目が１である
確率を求める≫

【市５２．６％ 県５７．２％ 全国６０．２％】
6⃣―（３）≪手順にしたがってできた A と B について、A―B の値がどんな数になるかを、選んだ 2 数の
差に注目して説明する≫            【市３８．５％ 県４２．３％ 全国４４．６％】
7⃣―（２）≪データ量が１０００MB になるときの動画の時間がおよそ何秒になるかを求める方法を説明す

る≫                     【市２８．９％ 県３２．５％ 全国３３．９％】
8⃣―（１）≪∠AOB の大きさがａ°のとき、∠ＰＯＢの大きさをａを用いた式で書く≫                    

【市５５．６％ 県５８．９％ 全国６２．５％】
8⃣―（２）≪図１において、ＡＢ＝ＡＰ、ＯＢ＝ＯＰならば∠ＡＯＢ＝∠ＡＯＰであることを、三角形の合
同を基にして証明する≫           【市３２．６％ 県３７．９％ 全国４６．１％】

（２）無解答率が２０％以上の項目

6⃣―（３）≪手順にしたがってできた A と B について、A―B の値がどんな数になるかを、選んだ 2 数の
差に注目して説明する≫      【（無回答率）市２２．２％ 県２９．３％ 全国２６．５％】
7⃣―（２）≪データ量が１０００MB になるときの動画の時間がおよそ何秒になるかを求める方法を説明す

る≫              【（無回答率）市４４．４％ 県４３．４％ 全国３９．６％】
8⃣―（２）≪図１において、ＡＢ＝ＡＰ、ＯＢ＝ＯＰならば∠ＡＯＢ＝∠ＡＯＰであることを、三角形の

合同を基にして証明する≫【（無回答率）市２８．１％ 県２６．０％ 全国２２．２％】
9⃣―（３）≪「就寝時間が２３時より前の生徒と比べて、２３時以降の生徒の方が睡眠時間が短い傾向にあ

る」と主張できる理由を、悠真さんが調べたことの二つの度数分布多角形の形と位置を比
較して説明する≫ 【（無回答率）市２７．４％ 県３２．３％ 全国２８．９％】

２．分析結果と改善方策

〇これまで課題のあった「データの活用」の単元において、基礎基本の定着がなされている。

〇「データの活用」の単元における説明については、正答率は県、全国の平均正答率が大幅に高く、無回

答率も県、全国よりも下回っている。これは、「データの活用」の基礎基本の定着がなされているとと

もに、どのように解答すればよいか、生徒が見通しをもって取り組むことができていることが考えら

れる。

●数学において、図形の単元の基礎基本の定着が十分でないといえる。

●日常生活の課題を解決する問題において、自分の考えを書いたり、説明したり、証明したりすること

に課題がある。今後は、各単元において、単元構想を練ったうえで、身近な問題を取り上げて授業を

展開させていくとともに、生徒が書いたまとめや説明が正しく書けているのか教師が最後まで見取

りをし、できていなければ、どのように書けばよいかの指導を加える。



IRT スコア 聞くこと 読む書くこと 話すこと

市 ４８１ ０．９ / ２ ２．２ / ５ ０．７ / ２

県 ４８３ １．１ / ２ ２．５ / ５ ０．６ / ２

全国 ４９９ １．２ / ２ ２．６ / ５ ０．７ / ２

１．領域別の結果

（１）聞くこと

（２）読むこと

全国比 観点 問題の概要 問題の趣旨

▲

-5.1

知識・技能 注文の場面での店員と客

の会話を聞き、客が注文

したものを選択する

音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識

を、聞くことによる実際のコミュニケーションに

おいて活用できる技能を身に付けているか

○

+7.5

思考判断表現 ショッピングセンターで

のアナウンスを聞き、行

くべき階を選択する

日常的な話題について、目的に応じて、必要な情

報を聞き取ることができるか

○

+16.9

思考判断表現 学校見学についての説明

を聞き、行くべき場所を

選択する

日常的な話題について、自分の置かれた状況など

から判断して、必要な情報を聞き取ることができ

るか

○

+1.7

思考判断表現 職場体験についての発表

を聞き、その後に示され

る 3 枚の絵を体験した順

になるように選択する

日常的な話題について、話を聞き、概要を捉える

ことができるか

▲

-21

思考判断表現 住みやすいまちづくりに

ついての発表を聞き、話

し手が最も伝えたいこと

を選択する

社会的な話題について、話を聞き、要点を捉える

ことができるか

全国比 観点 問題の概要 問題の趣旨

▲

-2.6

知識・技能 文章を読み、グラフの空

所に入る学校行事を選択

する

音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識

を、読むことによる実際のコミュニケーションに

おいて活用できる技能を身に付けているか

▲

-1.9

思考判断表現 誕生日パーティーに関す

るメールを読み、最も適

切な時刻を選択する

日常的な話題について、目的に応じて、必要な情

報を読み取ることができるかどうかをみる

○

+5.2

思考判断表現 友達のメッセージを読

み、相手が示した条件に

日常的な話題について、自分の置かれた状況など

から判断して、必要な情報を読み取ることができ



（３）書くこと

（３）話すこと

合うウェブサイトを選択 るか

▲

-13

思考判断表現 物語を読み、物語全体を

通した登場人物の気持ち

の変化を表したものを選

択する

日常的な話題について、短い文章を読み、概要を

捉えることができるか

▲

-15

思考判断表現 インターネットの使用に

関する文章を読み、書き

手が最も伝えたいことを

選択する

社会的な話題について、短い文章を読み、要点を

捉え、考えとその理由を書くことができるかどう

か

全国比 観点 問題の概要 問題の趣旨

▲

-2.1

思考判断表現 インターネットの使用に

関して読んだことを、考

えとその理由を書く

社会的な話題について、短い文章を読み、要点を

捉え、考えとその理由を書くことができるか

▲

-13.3

知識・技能 与えられた情報に基づい

て、留学生の昨日の出来

事を説明する英文を書く

音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識

を、書くことによる実際のコミュニケーションに

おいて活用できる技能を身に付けているか

▲

-1.2

知識・技能 与えられた情報に基づい

て、留学生の昨日の出来

事を説明する英文を書く

音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識

を、書くことによる実際のコミュニケーションに

おいて活用できる技能を身に付けているか

▲

-5.5

思考判断表現 中学生になってからの思

い出を 1 つ取り上げ、そ

こで体験したことと感想

を書く

日常的な話題について、事実や自分の考え、気持

ちなどを整理し、まとまりのある文章を書くこと

ができるか

▲

-3.5

思考判断表現 留学生との交流会で一緒

にしたいことを１つ取り

上げ、その理由を書く

日常的な話題について、事実や自分の考え、気持

ちなどを整理し、まとまりのある文章を書くこと

ができるか

▲

-5.1

思考判断表現 学校で普段行うことを 1

つ取り上げ、それについ

ての説明を書く

日常的な話題について、事実や自分の考え、気持

ちなどを整理し、まとまりのある文章を書くこと

ができるか

全国比 観点 問題の概要 問題の趣旨

▲

3.4

知識・技能 電話でのやり取りの中

で、遊ぶ約束をしている

留学生に明日の天気を伝

える

音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識

を、話すことによる実際のコミュニケーションに

おいて活用できる技能を身に付けているかどうか

をみる

▲

-17.1

知識・技能 電話でのやり取りの中

で、遊ぶ約束をしている

留学生からの質問を聞

き、明日しようと思って

音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識

を、話すことによる実際のコミュニケーションに

おいて活用できる技能を身に付けているかどうか

をみる



２．改善方策について

いることを伝える

▲

-10.7

知識・技能 電話でのやり取りの中

で、遊ぶ約束をしている

留学生からの質問を聞

き、明日しようと思って

いることを伝える

音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識

を、話すことによる実際のコミュニケーションに

おいて活用できる技能を身に付けているかどうか

をみる

▲

-15.4

思考判断表現 留学生と一緒にしたいこ

とを１つ取り上げ、その

理由を話す

日常的な話題について、事実や自分の考え、気持

ちなどを整理し、まとまりのある内容を話すこと

ができるかどうかをみる

▲

-2.3

思考判断表現 自分の好きな人物を 1 人

取り上げ、好きな理由を

話す

日常的な話題について、事実や自分の考え、気持

ちなどを整理し、まとまりのある内容を話すこと

ができるかどうかをみる

▲

-2.0

思考判断表現 自分のまちを訪れるのに

おすすめの季節を１つ取

り上げ、その理由を話す

日常的な話題について、事実や自分の考え、気持

ちなどを整理し、まとまりのある内容を話すこと

ができるかどうかをみる

▲

-4.9

思考判断表現 学校生活をよりよくする

方法に関して聞いたこと

について、考えとその理

由を話す

学校生活をよりよくする方法に関して聞いたこと

について、考えとその理由を話す

（１）聞く・読むことの領域では、話の概要や要点を捉える力の育成に課題がある.

   物語文や説明文等の構造について理解し、概要を整理したり、要点を把握する

聞き方・読み方を指導していく。

（２）書くことの領域では, 語彙や語順等の基礎基本の定着が課題である。「みんなの学習

クラブ」を、授業での練習や既習事項の振り返り、家庭学習における復習での課題と

いった様々な場面で活用し、書く力の向上につなげる。

（３）話すことの領域では, 音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を、話すことに

よる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能の定着が課題である。

基本文や教科書の英文を授業や家庭学習等で繰り返し音読することで知識を定着させ、

それらの知識を関連付けて活用できる力を養う。




